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１４５     聖マタイの召命 

       ―バロック絵画再定義の必要性― 

            ２０２５ 

真鍋友範 

 

１ キアロスクーロ 

バロック絵画は、その表象的特徴であるキアロスクーロの強烈

な明暗表現が特徴だ 

  しかし、この説明では、カラヴァッジョの果たした絵画史上の到

達点が見えて来ないのだ。 

  その点を明らかにしよう。 

  まずは、バロック絵画を特徴付けるキアロスクーロだ。 

  キアロスクーロ技法の出発点は、どこに存在したのか。 

  キアロスクーロの出発点は、紛れもなく、レオナルド・ダ・ヴィ

ンチの《最後の晩餐》（ロンドン版）なのだ。 

  暗い洞窟に外光が差し込むという効果を狙ったのだが、依頼主

の《聖母無原罪御宿り信心会》からは、画面が暗過ぎるという理由

もあり、受取拒否に直面し、その後長い裁判沙汰となり、恐らく光
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輪の加筆により解決した、あの作品だ。 

  キアロスクーロの原点は、まさにこの作品にあり、その後、この

レオナルドの視覚誘導実験的絵画は、《最後の晩餐》での視覚誘導

絵画の完成で、レオナルドの視覚誘導実験絵画は、実験的ペア作品

として完成している。（詳しくは別論文で） 

  やがて、この明暗強コントラストの作風は、ベネチア派画家ジョ

ルジョーネの作品である《人生の三世代》（誤題名：正しくは《イ

エスの教えに従い、我レオ１０世も民を導く》という意味の【時代

合成肖像画】に表れている。 

誤題名《人生の三世代》 

  同様に、この表現を意識的無意識的に、数多くのレオナルドに影

響されたベネチア派の画家たち、師ペテルザーノも含んだ多くの

画家と共に、この明暗法キアロスクーロを採用している。 

  ただし、カラヴァッジョは、意図的に光の方向を多角的にアレン
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ジし、キアロスクーロを進化させている点は認めなくてはならな

いだろう。 

  だが、キアロスクーロをもって、カラヴァッジョを特徴付けるだ

けでは明らかに足りない部分がある。 

  それは、カラヴァッジョが《聖マタイの召命》で表現した革新的

動な、段階的時間帯動態表現】だ。 

聖マタイの召命 

 

  レオナルド・ダ・ヴィンチの《最後の晩餐》は、裏切り者が存在

するとイエスが言った瞬間を起点として、その後の弟子たちの反

応が、ランダムに時間帯の中で表現されている。 
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最後の晩餐 

  それに対し、カラヴァッジョの《聖マタイの召命》では、理路整

然と、順序正しく、その場の時間帯展開を描いている。 

        聖マタイの召命 

  つまり、《最後の晩餐》に於いてはランダムな秩序絵のない動態

表現であったものが、《聖マタイの召命》に於いては、秩序ある段

階的な動態表現に進化しているのだ。 

 

２結論   

つまり、この【秩序ある段階的な動態表現】こそ、カラヴァッジ
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ョがバロック絵画の黎明期に成し遂げた業績であったことを忘れ

てはいけないのだ。（尚、イエスの召命対象が、眼鏡の老収税史で

あることに気付いていない方は、別論文《眼鏡の聖マタイ》をご参

照ください。） 

明らかに、その後の動画表現実現への表現進化が見られるのだ。 

この革新的な表現をしっかり理解していた画家は、ネーデルラン

ドの画家テルブルッヘンや、やや卑俗な内容の風俗画（教訓画）を

描いた画家ジャコモ・マッサだが、彼らはそのカラヴァッジョ表現

の継承者としての正当な評価を未だ受けていない。 

 テルブルッヘン《聖マタイの召喚》 
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  ジャコモ・マッサ《酒場の情景》 

それ故に、このカラヴァッジョの描いた革新的な【段階的時間帯

動態表現】こそ、バロック絵画の重要な要素であることを我々は再

認識する必要があるだろう。 
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眼鏡の聖マタイトップページへ 

https://renaissance-baroque.art/144.pdf
https://renaissance-baroque.art/146.pdf
https://renaissance-baroque.art/

